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資料７ 観点別自己評価シート(例）
確かな学力の向上

○ 前年度の成果と課題 ○ 本年度の目標

中 項 目 と 指 標 中項目 小 項 目 と 小 項 目 の 評 価 基 準 評価方法 参考 評価結果を受けた大
評価 具 体 的 方 策 資料 課 題 と 改 善 策項目

【授業の工夫改善】 【学習過程】 ４ ８割以上の授業で実施している学級が 割 ・教師ア8
１ 子どもの主体的授業づ 子どもが「めあて」と「まと ３ ８割以上の授業で実施している学級が 割 ンケート7
くり め」をつくる授業 ２ ８割以上の授業で実施している学級が 割6
子どもが主体的に問題を １ 「２」以下

解決していくことのできる 【授業構成】 ４ １日で１時間以上 ・教師ア
授業づくりを行う。 自力の活動：交流：支援の比 ３ ２日で１時間以上 ンケート

確 が１：１：１の授業の実施 ２ ３日で１時間以上
（統括学年主任） １ 「２」以下

【教育課程】 【授業時数の確保】 ４ ・週案に全ての教科で標準時数を上回った学級が 割8
か ２ 学習の基盤づくり 週案作成による自己管理と点 ３ よる時数８割以上の教科で標準時数を上回った学級が 割7

授業時数の確保と週時制 検 ２ 確認８割以上の教科で標準時数を上回った学級が 割6
の工夫により 子どもが で １ 「２」以下、 「

な きる 「わかる」基盤をつ 【週時制の工夫】 ４ 全職員が確実に実施した ・教師ア」
くる。 朝の 分を基盤の学習時間 ３ ８割以上の職員が確実に実施した ンケート30

とする ２ ６割以上の職員が確実に実施した
学 １ 「２」以下

【チャレンジ週間】 ４ プリント 枚以上の児童が 割の学級が 割 ・プリン15 8 8
学期末に算数チャレンジ週間 ３ プリント 枚以上の児童が８割の学級が 割 トの達成15 7

力 を実施 ２ プリント 枚以上の児童が８割の学級が 割 度15 6
（教務主任） １ 「２」以下

【校内研修の充実】 【授業研究会の実施】 ４ ・教師ア
の ３ 校内研修の充実 全職員が年１回以上の研究構 ３ ンケート

具体的な教育課題に即し 想に基づいた研究授業を行い ２
た校内研修の充実を図る。 日々の授業に生かす １

向 【校内研修体制の確立】 ４ ・教師の
各部の組織と研修計画を明確 ３ アンケー
に見通しをもって研修を行う ２ ト

上 （研究主任） １
【授業の楽しさ】 ４ ・児童ア８割以上の児童が授業が楽しいと回答した学級が８割

３ ンケート８割以上の児童が授業が楽しいと回答した学級が７割
８割以上の児童が授業が楽しいと回答した学級が６割２
２以下１

【テストの結果】 ４ ・学期末学期末テスト８５点以上が学級の８割以上・・・全学級の８割
３ テスト結学期末テスト８５点以上が学級の８割以上・・・全学級の７割
２ 果学期末テスト８５点以上が学級の８割以上・・・全学級の６割
１ ２以下
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観点別自己評価シート<含評価基準>例（太宰府市）


